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陽子加速器の大強度化を実現するためには，メンテナンスを制限する機器の放射化の低減が重

要である．機器の放射化は設計軌道を大きく外れた粒子が真空容器等に衝突することで生じるビ

ーム損失に起因する．従って放射化低減に特に重要なパラメータはビームの空間分布（プロファ

イル）であり，これを詳細に測定して大強度ビーム特有の物理を理解する必要がある．しかしな

がら，現在主流のビームプロファイルモニタは固体ワイヤを用いてビームの空間分布を測定する

ため，測定がビームに対して破壊的である．また一回の測定に長時間を要するため，ビームバン

チごとの測定が困難である．そこでビームプロファイルを非破壊かつ短時間で測定するために，

シート状に形成したガスとビームの相互作用で生じる光子を利用したモニタを開発している．本

モニタはシート形状を用いるため二次元プロファイルの測定が可能である一方，得られる信号が

シートガス密度に比例するため精密なガス密度の空間分布が必要となる．そこで電子ビームとガ

スの相互作用で生じるイオンを利用したガス密度分布測定装置（Fig. 1）の開発を行っている．本

装置は電子ビームを形成したガスシートに照射し，発生するイオンをマイクロチャネルプレート

および蛍光板で検出して画像データとして取得し，画像解析を行うことでガス密度分布を得るも

のである．本手法の信頼性向上のため，検出点から電離点を逆算可能であるか確認中である．ガ

スシートの一部を模擬する細長いガス流を形成して原理検証実験を行っている．予備実験として，

得られた信号の妥当性を検証するために，ある一点でのガス分布測定結果とガスフローシミュレ

ーションの結果を比較(Fig. 2)した．両者は概ね一致しているが，裾部が一致しないという課題が

明らかとなった． 

Fig. 1 The concept of a gas density distribution 
measurment system. 

Fig. 2 An experimental and a simulated results of gas 
distribution measurement using a pencil gas beam. 
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